
俳

句

を

始

め

て

か

ら

、

季

節

の

移

ろ

い

に

以

前

よ

り

敏

感

に

な

っ

た

。

と

こ

ろ

が

近

年

、

そ

の

季

節

が

ど

う

も

暦

ど

お

り

に

は

や

っ

て

来

な

い

▼

九

月

に

な

っ

て

も

猛

暑

日

が

続

き

、

短

い

秋

を

駆

け

抜

け

る

よ

う

に

し

て

、

い

つ

の

間

に

か

冬

に

な

る

。

歳

時

記

を

開

け

ば

「

秋

暑

し

」

と

い

う

季

語

が

あ

る

。

残

暑

の

傍

題

だ

が

、

今

の

暑

さ

は

「

残

暑

」

と

い

う

言

葉

だ

け

で

は

収

ま

り

き

ら

な

い

よ

う

に

も

感

じ

る

▼

気

候

変

動

に

よ

っ

て

、

実

感

の

薄

れ

た

季

語

が

あ

る

か

や

た

ど

ん

一

方

、

蚊

帳

、

炭

団

、

こ

た

つ

や

ぐ

ら

ひ

む

ろ

炬

燵

櫓

、

氷

室

な

ど

、

暮

ら

し

の

変

化

と

共

に

日

常

か

ら

遠

ざ

か

っ

た

季

語

も

少

な

く

な

い

。

そ

れ

で

も

歳

時

記

に

残

る

の

は

、

そ

こ

に

か

つ

て

の

日

本

人

の

暮

ら

し

と

季

節

感

が

記

憶

さ

れ

て

い

る

か

ら

だ

ろ

う

。

季

語

は

単

な

る

季

節

の

目

印

で

は

な

く

、

生

活

の

記

録

で

も

あ

る

。

考

え

て

み

れ

ば

、

政

治

や

税

制

も

ま

た

、

そ

の

時

代

の

暮

ら

し

を

映

し

て

い

る

▼

気

候

が

変

わ

れ

ば

、

災

害

へ

の

備

え

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策

が

問

わ

れ

、

税

制

に

も

暮

ら

し

や

そ

の

課

題

が

反

映

さ

れ

る

。

暮

ら

し

が

変

わ

れ

ば

税

の

仕

組

み

も

変

わ

る

。

昔

の

制

度

を

守

る

だ

け

で

は

、

今

を

生

き

る

人

々

の

実

感

か

ら

離

れ

て

し

ま

う

。

季

節

の

実

感

か

ら

遠

ざ

か

る

季

語

と

ど

こ

か

似

て

い

る

。

（

服

部

）

　

政

府

は

９

月

�

日

「

飲

食

料

品

消

費

税

率

の

臨

時

的

な

引

下

げ

及

び

就

業

者

負

担

軽

減

支

援

金

の

導

入

に

関

す

る

大

綱

」

を

閣

議

決

定

し

た

。

宮沢洋一自由民主党税理士

制度改革推進議員連盟会長

鈴木俊一自由民主党幹事長

木

原

官

房

長

官

藤

井

総

務

大

臣

　日税政は、関係大臣への表敬訪問や関係議員に対する

あいさつ回りを行った。

　当日は令和９年度税制改正要望について説明すると共

に、日税政・税政連の活動に対する引き続きの理解と協

力をお願いした。

　訪問日・訪問した大臣及び議員は次のとおり。

８月�日

木原稔官房長官／山際大志郎自由民主党税制調査会小委

員長／後藤茂之自由民主党税制調査会小委員長代理／宮

沢洋一自由民主党税理士制度改革推進議員連盟会長

�月６日

藤井比早之総務大臣

発　行　所

日 本 税 理 士

政

　

治

　

連

　

盟

東京都品川区大崎１―�―８

日本税理士会館（〒１４１―００３２）

電話　�（５４３５）０９１０

定価　１部１００円

編集発行人

中野　修宏

税理士政治連盟会員の購読

料は会費の中に含みます。

記

事

・

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

２

面

地

方

短

信

・

単

位

税

政

連

が

定

期

大

会

開

催

４

～

５

面

特

集

・

第

�

回

定

期

大

会

来

賓

あ

い

さ

つ

６

面

　

大

綱

は

社

会

保

障

国

民

会

議

に

よ

る

「

中

間

と

り

ま

と

め

（

令

和

８

年

７

月

�

日

）

」

及

び

「

『

給

付

付

き

税

額

控

除

』

の

制

度

導

入

の

基

本

方

針

（

令

和

８

年

８

月

５

日

閣

議

決

定

）

」

に

基

づ

き

、

中

低

所

得

の

現

役

勤

労

者

の

手

取

り

が

よ

り

一

層

増

え

る

よ

う

に

す

る

と

共

に

、

い

わ

ゆ

る

「

働

き

控

え

」

の

緩

和

を

通

じ

た

就

労

促

進

を

図

る

た

め

、

こ

れ

ま

で

に

な

い

「

所

得

に

応

じ

た

き

め

細

か

な

給

付

」

を

行

う

新

た

な

制

度

と

し

て

、

就

業

者

負

担

軽

減

支

援

金

（

以

下

「

支

援

金

」

と

い

う

）

を

導

入

す

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

　

支

援

金

が

本

格

導

入

さ

れ

る

令

和

�

年

度

ま

で

の

「

つ

な

ぎ

」

と

し

て

、

令

和

９

年

４

月

か

ら

２

年

間

に

限

っ

た

飲

食

料

品

に

係

る

消

費

税

率

の

臨

時

的

な

引

き

下

げ

及

び

飲

食

料

品

に

係

る

消

費

税

１

％

相

当

分

の

範

囲

で

実

施

す

る

支

援

金

制

度

を

組

み

合

わ

せ

て

行

い

、

そ

の

後

の

支

援

金

制

度

の

本

格

導

入

に

円

滑

に

接

続

し

て

い

く

こ

と

と

し

て

い

る

。

　

こ

の

大

綱

に

つ

い

て

は

、

�

月

５

日

に

召

集

さ

れ

た

第

２

２

２

回

臨

時

国

会

へ

提

出

さ

れ

た

後

、

�

月

�

日

に

衆

議

院

財

務

金

融

委

員

会

に

て

審

議

が

開

始

さ

れ

、

成

立

に

向

け

た

審

議

が

継

続

し

て

い

る

。

税

制

改

正

の

一

斉

陳

情

要

望

実

現

力

強

く

訴

え

　

日

税

政

は

�

月

�

日

、

各

単

位

税

政

連

役

員

と

共

に

、

税

政

連

の

活

動

に

理

解

の

あ

る

国

会

議

員

に

対

し

、

令

和

９

年

度

税

制

改

正

要

望

に

関

す

る

一

斉

陳

情

を

実

施

し

た

。

　

こ

の

陳

情

は

、

与

党

政

務

調

査

会

が

次

年

度

税

制

に

向

け

た

検

討

を

開

始

す

る

時

期

に

合

わ

せ

る

形

で

、

毎

年

こ

の

時

期

に

税

制

改

正

要

望

を

実

施

し

て

い

る

も

の

。

　

当

日

は

単

位

税

政

連

ご

と

に

分

か

れ

、

自

由

民

主

党

本

部

、

衆

議

院

議

員

会

館

及

び

参

議

院

議

員

会

館

を

訪

問

し

、

多

数

の

国

会

議

員

に

対

し

て

陳

情

を

行

い

、

要

望

実

現

に

向

け

て

理

解

を

求

め

た

。

　

日

税

政

は

�

月

�

日

、

参

議

院

議

員

会

館

１

０

１

会

議

室

に

お

い

て

政

策

・

国

対

委

員

会

合

同

会

議

（

長

谷

川

隆

史

政

策

委

員

長

、

遠

藤

潔

国

対

委

員

長

）

を

開

催

し

た

。

　

会

議

に

は

政

策

・

国

対

の

両

委

員

会

構

成

員

が

出

席

し

た

他

、

正

副

幹

事

長

が

陪

席

す

る

と

共

に

、

足

達

信

一

会

長

、

太

田

直

樹

日

税

連

会

長

、

東

秀

優

名

誉

会

長

及

び

各

単

位

税

政

連

会

長

ら

が

臨

席

し

た

。

　

会

議

で

は

、

税

制

改

正

及

び

税

理

士

法

改

正

の

プ

ロ

セ

ス

や

、

陳

情

に

係

る

概

要

を

記

録

す

る

に

当

た

っ

て

の

諸

注

意

等

に

つ

い

て

説

明

が

行

わ

れ

た

他

、

こ

れ

ま

で

重

点

的

に

陳

情

す

る

項

目

と

し

て

い

た

「

災

害

対

応

税

制

」

と

「

中

小

事

業

者

等

の

法

人

税

率

の

特

例

適

用

期

限

延

長

」

に

加

え

、

新

た

に

「

取

引

相

場

の

な

い

株

式

の

評

価

の

適

正

化

」

及

び

「

新

た

な

法

人

版

事

業

承

継

税

制

」

を

重

点

的

な

建

議

・

要

望

項

目

と

す

る

方

針

が

説

明

さ

れ

た

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連（１） 第６０５号令和８年（２０２６年）１１月１日（日曜日）
（毎月１回１日発行） （昭和�年９月１日　第三種郵便物認可）

　



　

飲

食

料

品

に

係

る

消

費

税

率

を

令

和

９

年

４

月

か

ら

２

年

間

１

％

と

す

る

旨

の

税

制

改

正

大

綱

が

閣

議

決

定

さ

れ

た

が

、

当

初

よ

り

日

税

政

・

日

税

連

は

複

数

税

率

の

廃

止

を

求

め

て

き

た

と

こ

ろ

で

あ

る

。

　

例

え

ば

現

在

、

イ

ー

ト

イ

ン

が

設

置

さ

れ

て

い

る

コ

ン

ビ

ニ

や

商

業

施

設

が

多

数

あ

り

、

今

後

は

購

入

者

の

申

し

出

に

よ

り

�

％

か

１

％

の

い

ず

れ

か

で

課

税

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

。

今

ま

で

は

�

％

か

８

％

の

い

ず

れ

か

で

あ

る

た

め

、

税

率

差

は

２

％

だ

っ

た

が

、

来

年

４

月

か

ら

税

率

差

は

９

％

と

な

り

、

こ

れ

ま

で

の

４

倍

以

上

に

も

な

る

。

購

入

後

の

検

証

は

極

め

て

困

難

で

あ

り

、

個

人

的

に

は

こ

の

よ

う

な

フ

ァ

ジ

ー

な

税

制

が

２

年

も

続

く

の

は

納

得

で

き

な

い

。

　

令

和

�

年

に

８

％

に

戻

る

の

か

も

不

透

明

な

状

況

で

あ

る

が

、

２

年

後

に

は

複

数

税

率

が

解

消

さ

れ

、

中

立

的

で

簡

素

な

税

制

に

な

る

よ

う

に

活

動

を

進

め

、

公

平

な

税

負

担

が

確

立

さ

れ

る

こ

と

を

願

っ

て

い

る

。

議事の様子

議

員

連

盟

ニ

ュ

ー

ス

　

自

由

民

主

党

税

理

士

制

度

改

革

推

進

議

員

連

盟

に

、

新

た

に

次

の

議

員

が

入

会

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

同

議

連

メ

ン

バ

ー

は

２

１

５

人

（

衆

院

議

員

１

６

２

人

、

参

院

議

員

�

人

）

と

な

っ

た

。

（

令

和

８

年

�

月

�

日

現

在

）

松

下

英

樹

衆

・

北

海

道

９

区

吉

田

有

理

衆

・

比

例

北

海

道

根

本

　

拓

衆

・

福

島

２

区

大

塚

　

拓

衆

・

埼

玉

９

区

田

宮

寿

人

衆

・

千

葉

９

区

佐

藤

主

迪

衆

・

神

奈

川

�

区

黒

崎

祐

一

衆

・

東

京

�

区

熊

田

裕

通

衆

・

比

例

東

海

臼

井

正

一

参

・

千

葉

選

挙

区

　

国

民

民

主

党

税

理

士

制

度

推

進

議

員

連

盟

に

、

新

た

に

次

の

議

員

が

入

会

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

同

議

連

メ

ン

バ

ー

は

�

人

（

衆

院

議

員

�

人

、

参

院

議

員

�

人

）

と

な

っ

た

。

（

令

和

８

年

９

月

�

日

現

在

）

橋

本

幹

彦

衆

・

比

例

北

関

東

　

日

税

政

は

９

月

�

日

、

オ

ー

ク

ラ

東

京

（

港

区

）

に

お

い

て

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

し

、

令

和

８

年

度

の

運

動

方

針

、

組

織

活

動

方

針

な

ど

６

議

案

を

可

決

承

認

し

た

。

　

定

期

大

会

は

、

代

議

員

２

０

０

人

中

１

９

２

人

（

う

ち

委

任

状

出

席

�

人

）

が

出

席

し

、

定

刻

の

午

後

１

時

に

開

会

し

た

。

　

冒

頭

、

国

歌

斉

唱

、

物

故

会

員

に

対

す

る

黙

と

う

を

行

っ

た

後

、

足

達

信

一

会

長

及

び

太

田

直

樹

日

税

連

会

長

の

あ

い

さ

つ

、

顧

問

・

相

談

役

等

の

紹

介

に

続

い

て

議

長

団

の

選

出

が

行

わ

れ

、

小

林

俊

一

、

那

須

弘

敬

の

両

副

会

長

が

正

副

議

長

と

な

り

議

事

を

開

始

し

た

。

　

大

会

で

は

、

髙

澤

圭

一

幹

事

長

を

は

じ

め

と

し

た

執

行

部

か

ら

、

令

和

７

年

度

の

運

動

経

過

と

組

織

活

動

報

告

、

令

和

８

年

度

の

予

算

等

に

つ

い

て

の

説

明

が

行

わ

れ

、

代

議

員

か

ら

の

活

発

な

質

疑

等

が

あ

っ

た

。

　

議

事

終

了

後

、

決

定

し

た

７

つ

の

大

会

決

議

文

の

朗

読

が

あ

り

、

定

期

大

会

は

終

了

し

た

。

　

当

日

は

来

賓

と

し

て

、

宮

沢

洋

一

自

由

民

主

党

税

理

士

制

度

改

革

推

進

議

員

連

盟

会

長

、

美

延

映

夫

日

本

維

新

の

会

税

理

士

制

度

推

進

議

員

連

盟

会

長

、

古

川

元

久

国

民

民

主

党

税

理

士

制

度

推

進

議

員

連

盟

会

長

、

斎

藤

嘉

隆

立

憲

民

主

党

税

理

士

制

度

推

進

議

員

連

盟

会

長

が

出

席

し

た

。

　

引

き

続

き

行

わ

れ

た

懇

親

会

に

は

、

国

会

議

員

１

３

２

人

が

来

場

し

て

盛

会

に

行

わ

れ

、

各

単

位

税

政

連

に

お

い

て

は

出

席

議

員

と

懇

親

を

深

め

た

。

（

来

賓

あ

い

さ

つ

要

旨

は

６

面

に

掲

載

。

質

疑

応

答

の

詳

細

等

、

そ

の

他

大

会

関

連

記

事

は

�

月

号

に

掲

載

予

定

）

　

本

日

は

第

�

回

の

節

目

の

定

期

大

会

に

当

た

り

、

ご

来

賓

と

し

て

日

本

税

理

士

会

連

合

会

の

太

田

会

長

を

は

じ

め

多

数

の

皆

様

に

ご

列

席

を

賜

り

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

　

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

の

存

在

意

義

は

、

ま

さ

に

税

理

士

法

第

１

条

（

税

理

士

の

使

命

）

に

あ

り

ま

す

。

す

な

わ

ち

「

税

務

に

関

す

る

専

門

家

と

し

て

、

独

立

し

た

公

正

な

立

場

に

お

い

て

、

納

税

義

務

者

の

信

頼

に

こ

た

え

る

」

と

い

う

使

命

で

す

。

こ

の

存

在

意

義

の

基

に

「

国

民

の

た

め

の

あ

る

べ

き

税

制

」

「

国

民

の

た

め

の

あ

る

べ

き

税

理

士

制

度

」

を

要

望

・

陳

情

し

て

お

り

ま

す

。

全

て

国

民

の

た

め

の

制

度

で

あ

り

、

業

界

の

エ

ゴ

に

よ

る

陳

情

は

何

一

つ

と

し

て

あ

り

ま

せ

ん

。

　

税

政

連

の

活

動

に

よ

り

改

正

が

実

現

す

れ

ば

、

そ

の

恩

恵

は

全

て

の

税

理

士

が

享

受

し

ま

す

。

従

っ

て

、

税

理

士

で

あ

る

以

上

、

税

政

連

活

動

と

無

関

係

と

は

言

え

ま

せ

ん

。

こ

の

こ

と

を

十

分

理

解

し

て

も

ら

う

た

め

、

実

効

性

の

あ

る

施

策

を

強

力

か

つ

早

急

に

推

し

進

め

て

ま

い

り

ま

す

。

　

次

に

、

９

月

�

日

に

閣

議

決

定

さ

れ

た

消

費

税

の

改

正

大

綱

へ

の

対

応

が

あ

り

ま

す

。

来

年

４

月

に

飲

食

料

品

に

か

か

る

消

費

税

率

を

１

％

と

し

、

２

年

後

は

税

率

８

％

に

戻

す

と

し

て

い

ま

す

。

こ

こ

で

問

題

な

の

は

２

年

後

で

す

。

政

府

は

、

恒

久

的

な

所

得

に

連

動

し

た

給

付

制

度

を

確

立

で

き

る

ま

で

１

％

と

す

る

と

し

て

い

ま

す

。

我

々

も

、

給

付

一

本

と

す

る

新

し

い

制

度

の

提

言

を

し

て

い

か

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

２

年

は

す

ぐ

に

経

過

し

ま

す

。

早

急

に

検

討

を

開

始

し

、

日

税

連

と

連

携

し

て

対

応

し

て

ま

い

り

ま

す

。

　

そ

し

て

現

在

、

国

税

庁

の

有

識

者

会

議

で

検

討

さ

れ

て

い

る

「

取

引

相

場

の

な

い

株

式

の

評

価

見

直

し

」

と

、

こ

れ

に

関

連

す

る

「

事

業

承

継

税

制

」

へ

の

対

応

が

あ

り

ま

す

。

　

ま

ず

「

取

引

相

場

の

な

い

株

式

の

評

価

見

直

し

」

に

当

た

っ

て

は

、

現

状

の

事

業

者

を

取

り

巻

く

環

境

を

か

ん

が

み

、

急

激

に

評

価

が

上

が

る

こ

と

の

な

い

措

置

が

特

に

必

要

だ

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

　

ま

た

「

事

業

承

継

税

制

」

に

つ

い

て

は

、

日

税

連

の

建

議

書

に

お

い

て

現

行

措

置

の

よ

う

に

株

式

全

部

に

対

す

る

猶

予

制

度

で

は

な

く

、

事

業

用

資

産

に

限

定

し

た

上

で

、

例

え

ば

、

５

年

か

ら

７

年

、

一

定

の

要

件

を

経

て

、

猶

予

し

た

額

を

免

除

す

る

旨

の

新

た

な

制

度

を

提

案

し

て

お

り

ま

す

。

　

こ

の

「

株

式

評

価

」

と

「

事

業

承

継

」

は

、

通

常

の

税

制

改

正

よ

り

先

行

し

て

検

討

が

進

め

ら

れ

て

お

り

ま

す

の

で

、

日

税

連

と

連

携

し

て

的

確

に

対

応

し

て

ま

い

り

ま

す

。

　

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

は

、

政

治

の

動

向

を

注

視

し

、

税

制

改

正

要

望

の

実

現

に

全

力

で

取

り

組

み

ま

す

。

そ

の

た

め

に

も

、

全

て

の

税

理

士

が

税

政

連

の

存

在

意

義

を

理

解

し

、

誇

り

を

も

っ

て

活

動

に

参

画

い

た

だ

け

る

よ

う

、

積

極

的

に

取

り

組

み

、

更

な

る

発

展

に

尽

力

し

て

ま

い

る

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

ご

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

、

ご

あ

い

さ

つ

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

日

　

本

　

税

　

政
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消

費

税

の

見

直

し

を

め

ぐ

り

、

飲

食

料

品

の

税

率

を

引

き

下

げ

る

議

論

が

進

ん

で

い

る

。

し

か

し

、

こ

こ

で

問

う

べ

き

な

の

は

「

飲

食

料

品

の

税

率

を

下

げ

れ

ば

国

民

は

助

か

る

」

と

い

う

単

純

な

問

題

で

は

な

い

。

　

日

税

連

は

消

費

税

に

つ

い

て

、

一

貫

し

て

軽

減

税

率

を

廃

止

し

、

単

一

税

率

に

戻

す

べ

き

だ

と

主

張

し

て

い

る

。

令

和

９

年

度

税

制

改

正

に

関

す

る

建

議

で

も

、

そ

の

理

由

を

明

確

に

示

し

て

い

る

。

ま

ず

、

軽

減

税

率

が

低

所

得

者

対

策

と

し

て

非

効

率

で

、

飲

食

料

品

の

税

率

を

下

げ

れ

ば

、

低

所

得

者

だ

け

で

な

く

、

高

所

得

者

も

同

じ

よ

う

に

恩

恵

を

受

け

る

。

令

和

６

年

度

の

建

議

書

の

軽

減

税

率

制

度

の

廃

止

で

は

、

逆

進

性

対

策

と

し

て

の

非

効

率

な

点

に

つ

い

て

「

年

間

収

入

五

分

位

階

級

別

一

世

帯

当

た

り

全

食

料

品

の

支

出

金

額

に

基

づ

く

消

費

税

額

軽

減

額

」

を

計

算

し

、

所

得

上

位

者

ほ

ど

恩

恵

を

受

け

て

い

る

状

況

を

示

し

た

。

　

も

う

一

つ

の

問

題

が

、

消

費

税

の

た

び

重

な

る

改

正

に

よ

る

制

度

の

複

雑

化

で

あ

る

。

軽

減

税

率

の

導

入

に

よ

っ

て

も

、

事

業

者

は

取

引

を

税

率

ご

と

に

区

分

し

て

経

理

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

か

し

更

な

る

複

数

税

率

に

な

れ

ば

、

商

品

や

取

引

ご

と

に

税

率

を

判

定

し

、

区

分

し

て

経

理

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

区

分

経

理

等

に

よ

る

事

業

者

の

事

務

負

担

増

は

、

大

企

業

の

み

な

ら

ず

小

規

模

事

業

者

に

と

っ

て

複

雑

な

消

費

税

対

応

実

務

が

、

そ

の

ま

ま

人

件

費

や

税

理

士

へ

の

報

酬

な

ど

の

負

担

増

加

と

な

る

。

　

消

費

税

の

減

税

額

の

全

て

が

、

支

援

を

必

要

と

す

る

人

に

届

く

わ

け

で

は

な

い

。

限

ら

れ

た

財

源

を

使

う

の

で

あ

れ

ば

、

税

率

そ

の

も

の

を

下

げ

る

よ

り

も

、

所

得

な

ど

を

基

準

と

し

て

対

象

者

を

絞

り

、

直

接

給

付

す

る

方

が

政

策

効

果

は

高

い

。

日

税

連

も

逆

進

性

へ

の

対

応

は

税

制

だ

け

で

解

決

す

る

必

要

は

な

く

、

必

要

な

人

に

直

接

給

付

す

る

な

ど

、

税

制

と

社

会

保

障

制

度

全

体

で

対

応

す

る

こ

と

が

適

切

だ

と

し

て

い

る

。

　

政

治

に

は

、

も

う

一

つ

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

責

任

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

現

在

の

有

権

者

だ

け

で

な

く

、

将

来

世

代

に

対

す

る

責

任

で

あ

る

。

消

費

税

は

、

広

く

薄

く

負

担

を

求

め

る

こ

と

の

で

き

る

基

幹

税

で

あ

る

。

そ

の

税

収

は

、

年

金

、

医

療

、

介

護

、

子

育

て

な

ど

、

国

民

が

将

来

に

わ

た

っ

て

必

要

と

す

る

社

会

保

障

を

支

え

る

重

要

な

財

源

と

な

っ

て

い

る

。

　

令

和

９

年

４

月

か

ら

の

飲

食

料

品

の

税

率

引

き

下

げ

は

、

政

府

自

身

も

「

二

年

間

の

つ

な

ぎ

」

と

位

置

付

け

て

い

る

。

そ

う

で

あ

れ

ば

、

こ

の

機

会

を

単

な

る

一

時

的

な

減

税

に

終

わ

ら

せ

る

の

で

は

な

く

、

平

成

元

年

か

ら

�

年

余

を

経

過

し

た

わ

が

国

の

消

費

税

制

度

そ

の

も

の

を

再

設

計

す

る

議

論

に

つ

な

げ

る

べ

き

で

あ

る

。

軽

減

税

率

を

廃

止

し

、

単

一

税

率

へ

戻

す

。

そ

の

上

で

、

生

活

に

困

窮

す

る

世

帯

に

は

、

所

得

に

応

じ

て

直

接

支

援

す

る

。

こ

れ

は

単

に

「

増

税

か

減

税

か

」

と

い

う

二

者

択

一

で

は

な

い

。

税

制

を

簡

素

化

し

、

事

業

者

の

事

務

負

担

を

抑

え

、

限

ら

れ

た

財

源

を

本

当

に

必

要

な

人

へ

届

け

る

。

そ

し

て

、

社

会

保

障

を

持

続

可

能

な

も

の

と

し

て

次

の

世

代

へ

引

き

継

ぐ

。

　

政

治

が

目

指

す

べ

き

な

の

は

、

目

前

の

支

持

を

得

る

税

制

で

は

な

く

、

十

年

後

、

二

十

年

後

に

も

国

民

か

ら

「

こ

の

制

度

で

よ

か

っ

た

」

と

評

価

さ

れ

る

税

制

で

あ

る

。

（

谷

）

足

達

会

長

か

ら

表

彰

を

受

け

る

名

倉

前

副

会

長

（

右

）

史上初、東京都心で�日連続降水

「これからのために水害対応クルマを

先にと思うけど……」

　

本

日

は

、

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

の

第

�

回

定

期

大

会

が

こ

の

よ

う

に

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

こ

と

を

心

か

ら

お

喜

び

申

し

上

げ

ま

す

。

　

ま

た

、

日

頃

よ

り

、

日

税

連

の

会

務

運

営

や

活

動

に

つ

き

ま

し

て

、

税

政

連

の

役

員

の

皆

さ

ん

や

会

員

の

皆

さ

ん

に

格

別

の

ご

理

解

と

ご

協

力

を

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

こ

と

、

ま

ず

も

っ

て

お

礼

を

申

し

上

げ

た

い

と

思

い

ま

す

。

　

日

税

連

も

７

月

�

日

に

定

期

総

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

て

、

一

足

早

く

新

し

い

事

業

年

度

を

迎

え

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

　

総

会

で

は

、

令

和

８

年

度

の

事

業

計

画

の

中

で

�

の

重

点

施

策

を

掲

げ

て

取

り

組

む

こ

と

と

し

て

お

り

ま

す

。

全

て

が

重

要

な

項

目

ば

か

り

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

特

に

税

政

連

と

関

連

の

あ

る

二

つ

の

テ

ー

マ

に

つ

い

て

ご

紹

介

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

　

一

つ

目

が

税

理

士

法

の

改

正

で

あ

り

ま

す

。

今

ま

で

税

理

士

法

改

正

は

�

年

に

一

度

の

改

正

と

言

わ

れ

て

き

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

近

年

の

税

理

士

を

取

り

巻

く

環

境

や

ス

ピ

ー

ド

を

考

え

ま

す

と

、

随

時

の

改

正

を

も

っ

て

進

め

な

く

て

は

い

け

な

い

と

考

え

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

　

こ

の

よ

う

な

認

識

の

下

で

、

日

税

連

は

令

和

４

年

の

税

理

士

法

改

正

を

基

礎

と

し

て

、

次

世

代

を

担

う

人

材

の

確

保

、

税

理

士

の

専

門

性

の

さ

ら

な

る

深

化

と

業

務

の

高

度

化

、

そ

し

て

持

続

可

能

な

会

務

運

営

を

目

的

と

し

て

検

討

を

重

ね

、

６

月

�

日

の

理

事

会

に

お

き

ま

し

て

「

税

理

士

法

に

関

す

る

改

正

要

望

書

」

を

機

関

決

定

し

た

と

こ

ろ

で

す

。

　

今

後

は

、

令

和

９

年

の

通

常

国

会

で

の

成

立

に

向

け

て

進

め

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

税

政

連

の

皆

様

方

の

引

き

続

き

の

ご

協

力

を

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

　

二

つ

目

が

税

制

改

正

へ

の

対

応

で

あ

り

ま

す

。

令

和

８

年

度

の

税

制

改

正

で

は

、

税

政

連

の

地

道

な

陳

情

活

動

の

成

果

に

よ

り

、

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

に

関

わ

る

各

種

特

例

措

置

の

適

用

期

限

の

延

長

な

ど

、

多

く

の

建

議

項

目

が

実

現

し

た

と

こ

ろ

で

す

。

こ

の

場

を

お

借

り

し

ま

し

て

、

改

め

て

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

　

令

和

９

年

度

の

税

制

改

正

建

議

で

は

９

項

目

を

重

点

施

策

項

目

と

し

て

上

げ

て

お

り

ま

す

が

、

法

人

版

事

業

承

継

税

制

に

代

わ

る

新

た

な

贈

与

税

・

相

続

税

の

猶

予

制

度

の

創

設

や

、

給

付

付

き

税

額

控

除

に

お

け

る

所

得

に

応

じ

た

き

め

の

細

か

い

給

付

一

本

の

進

め

方

な

ど

、

一

つ

で

も

多

く

の

項

目

が

実

現

す

る

よ

う

に

進

め

て

い

き

た

い

。

そ

れ

に

は

税

政

連

の

お

力

添

え

が

必

要

か

と

思

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

こ

れ

に

つ

き

ま

し

て

も

ご

協

力

を

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

　

　

最

後

に

な

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

の

ま

す

ま

す

の

発

展

を

祈

念

申

し

上

げ

ま

し

て

、

私

の

ご

あ

い

さ

つ

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

　

９

月

�

日

の

第

�

回

定

期

大

会

で

は

、

本

連

盟

の

活

動

へ

の

長

年

の

貢

献

に

対

す

る

退

任

役

員

（

７

人

）

へ

の

表

彰

が

行

わ

れ

た

。

　

退

任

役

員

を

代

表

し

て

、

名

倉

明

彦

前

副

会

長

が

足

達

信

一

会

長

か

ら

表

彰

状

を

受

け

取

り

、

あ

い

さ

つ

を

述

べ

た

。

受

賞

者

（

敬

称

略

）

《

副

会

長

の

職

に

あ

っ

た

者

》

名

倉

　

明

彦

（

東

　

　

京

）

田

中

　

克

明

（

東

　

　

海

）

平

　

　

昌

彦

（

名

古

屋

）

森

陰

　

輝

夫

（

北

　

　

陸

）

《

副

幹

事

長

の

職

に

あ

っ

た

者

》

坂

田

　

　

覚

（

東

　

　

京

）

小

島

　

善

弘

（

名

古

屋

）

岩

佐

　

誠

志

（

四

　

　

国

）

日

　

本

　

税

　

政

　

連（３） 第６０５号令和８年（２０２６年）１１月１日（日曜日）
（第三種郵便物認可）

　



　

９

月

４

日

か

ら

�

日

に

か

け

て

、

近

畿

、

東

海

、

東

北

、

北

陸

、

中

国

、

東

京

、

北

海

道

、

四

国

の

各

単

位

税

政

連

に

お

い

て

定

期

大

会

が

開

催

さ

れ

た

。

　

特

集

記

事

と

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

模

様

を

掲

載

す

る

。

　

北

陸

税

理

士

政

治

連

盟

（

高

木

悦

子

会

長

）

は

９

月

�

日

、

ザ

・

グ

ラ

ン

ユ

ア

ー

ズ

フ

ク

イ

（

福

井

市

）

に

お

い

て

、

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

し

た

。

　

定

期

大

会

前

に

は

、

稲

田

朋

美

衆

院

議

員

よ

り

「

日

本

の

税

と

経

済

、

財

政

の

行

方

～

強

く

て

優

し

い

国

～

」

と

題

し

、

昨

今

の

政

府

与

党

内

に

お

け

る

税

制

改

正

に

関

す

る

講

演

会

が

開

催

さ

れ

た

。

　

そ

の

後

の

定

期

大

会

で

は

、

高

木

会

長

が

あ

い

さ

つ

を

行

い

「

後

援

会

活

動

を

活

発

化

し

、

活

動

を

通

し

て

税

理

士

が

求

め

る

税

制

改

正

に

取

り

組

む

」

旨

を

述

べ

た

＝

写

真

。

　

足

達

信

一

日

税

政

会

長

の

来

賓

あ

い

さ

つ

の

後

、

選

任

さ

れ

た

三

好

勝

議

長

の

下

、

議

案

審

議

が

進

め

ら

れ

、

令

和

７

年

度

運

動

活

動

経

過

報

告

及

び

令

和

８

年

運

動

方

針

決

定

の

件

な

ど

、

提

案

さ

れ

た

５

議

案

全

て

が

賛

成

多

数

で

可

決

承

認

さ

れ

た

。

　

引

き

続

き

、

瀬

戸

順

一

北

陸

税

理

士

会

会

長

、

馳

浩

前

石

川

県

知

事

か

ら

の

祝

辞

が

あ

り

、

辻

達

博

副

会

長

に

よ

る

ガ

ン

バ

ロ

ウ

三

唱

、

飯

弘

泰

副

会

長

の

あ

い

さ

つ

を

も

っ

て

閉

会

し

た

。

　

定

期

大

会

後

の

懇

親

会

で

は

、

こ

れ

よ

り

出

席

さ

れ

た

宮

本

周

司

参

院

議

員

、

高

木

毅

元

衆

院

議

員

か

ら

の

あ

い

さ

つ

が

あ

り

、

和

や

か

な

雰

囲

気

の

う

ち

盛

会

に

終

了

し

た

。

　

近

畿

税

理

士

政

治

連

盟

（

那

須

弘

敬

会

長

）

は

９

月

４

日

、

帝

国

ホ

テ

ル

大

阪

（

大

阪

市

）

に

お

い

て

、

足

達

信

一

日

税

政

会

長

、

石

原

健

次

近

畿

税

理

士

会

会

長

、

飯

島

明

伸

名

古

屋

税

政

連

会

長

を

来

賓

に

迎

え

、

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

し

た

＝

写

真

。

　

冒

頭

、

那

須

会

長

が

あ

い

さ

つ

に

立

ち

「

昨

年

７

月

に

実

施

さ

れ

た

参

議

院

議

員

通

常

選

挙

で

は

、

当

連

盟

推

薦

候

補

７

人

の

う

ち

６

人

の

当

選

と

な

っ

た

。

ま

た

、

今

年

２

月

に

実

施

さ

れ

た

衆

議

院

議

員

総

選

挙

で

は

、

推

薦

候

補

者

�

人

中

�

人

が

当

選

し

た

。

こ

れ

も

ひ

と

え

に

、

役

員

の

協

力

の

下

、

近

畿

税

政

連

の

活

動

が

結

実

し

た

も

の

で

あ

る

」

旨

を

述

べ

た

。

　

議

案

審

議

で

は

、

上

程

さ

れ

た

６

議

案

は

い

ず

れ

も

賛

成

多

数

で

原

案

通

り

可

決

承

認

さ

れ

た

。

　

審

議

終

了

後

、

承

認

さ

れ

た

大

会

決

議

文

が

、

指

名

さ

れ

た

７

人

の

会

員

に

よ

り

声

高

ら

か

に

朗

読

さ

れ

た

後

、

各

来

賓

よ

り

祝

辞

が

あ

っ

た

。

　

最

後

に

役

員

表

彰

及

び

会

費

収

納

率

の

向

上

に

貢

献

の

あ

っ

た

支

部

・

支

部

連

の

表

彰

が

行

わ

れ

、

定

期

大

会

は

終

了

し

た

。

　

定

期

大

会

終

了

後

、

第

�

回

を

記

念

し

て

、

伊

吹

文

明

元

衆

議

院

議

長

に

よ

る

記

念

講

演

「

遠

く

に

慮

か

り

な

く

ば

近

く

に

憂

い

あ

り

」

を

開

催

し

た

。

　

引

き

続

き

祝

賀

パ

ー

テ

ィ

ー

が

開

催

さ

れ

、

推

薦

国

会

議

員

等

や

首

長

・

地

方

議

会

議

員

等

か

ら

あ

い

さ

つ

が

あ

り

、

盛

会

の

う

ち

に

閉

会

し

た

。

　

東

北

税

理

士

政

治

連

盟

（

工

藤

重

信

会

長

）

は

９

月

８

日

、

仙

台

国

際

ホ

テ

ル

（

仙

台

市

）

に

お

い

て

、

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

し

た

＝

写

真

。

　

大

会

は

、

千

葉

勇

喜

副

幹

事

長

に

よ

る

司

会

進

行

の

下

、

和

田

孝

仁

副

会

長

に

よ

る

開

会

の

辞

で

開

会

し

た

。

　

冒

頭

、

工

藤

会

長

よ

り

「

東

北

税

政

連

の

活

動

に

つ

い

て

、

分

か

り

や

す

く

会

員

に

伝

え

る

こ

と

の

重

要

性

を

再

認

識

し

た

。

税

理

士

会

の

方

針

に

沿

い

、

東

北

税

理

士

会

の

建

議

書

に

基

づ

く

税

制

改

正

案

を

関

係

国

会

議

員

に

陳

情

す

る

役

割

を

担

う

の

が

税

政

連

で

あ

る

。

現

在

�

あ

る

『

税

理

士

に

よ

る

国

会

議

員

等

後

援

会

』

を

中

心

に

、

日

税

政

及

び

東

北

税

理

士

会

と

連

携

し

、

各

県

税

政

連

協

力

の

下

、

関

係

国

会

議

員

に

積

極

的

に

陳

情

を

行

っ

て

い

く

の

で

、

ご

理

解

と

ご

協

力

を

お

願

い

し

た

い

」

旨

の

あ

い

さ

つ

が

あ

っ

た

。

　

そ

の

後

、

審

議

に

移

り

、

第

１

号

議

案

か

ら

第

５

号

議

案

ま

で

い

ず

れ

も

原

案

通

り

可

決

承

認

さ

れ

、

令

和

８

年

度

の

運

動

方

針

が

決

定

し

た

。

　

大

会

決

議

文

朗

読

、

来

賓

の

足

達

信

一

日

税

政

会

長

、

髙

澤

圭

一

東

北

税

理

士

会

会

長

、

小

林

俊

一

関

東

信

越

税

政

連

会

長

よ

り

祝

辞

が

あ

り

、

吉

田

恵

幸

副

会

長

の

閉

会

の

辞

を

も

っ

て

終

了

し

た

。

　

東

海

税

理

士

政

治

連

盟

（

中

川

直

之

会

長

）

は

９

月

４

日

、

名

古

屋

マ

リ

オ

ッ

ト

ア

ソ

シ

ア

ホ

テ

ル

（

名

古

屋

市

）

に

お

い

て

、

第

�

回

定

期

大

会

・

愛

知

県

集

会

を

開

催

し

た

＝

写

真

。

　

大

会

は

、

加

藤

浩

道

総

務

副

会

長

の

司

会

で

、

内

藤

健

司

総

務

会

長

の

開

会

の

辞

、

中

川

会

長

及

び

片

山

泰

宏

東

海

税

理

士

会

会

長

の

あ

い

さ

つ

に

続

い

て

、

林

幸

弘

代

議

員

が

議

長

に

選

出

さ

れ

議

事

に

入

っ

た

。

上

程

さ

れ

た

５

議

案

は

全

て

可

決

承

認

さ

れ

、

議

事

終

了

後

、

来

賓

の

平

井

貴

昭

日

税

政

副

会

長

、

小

島

義

弘

名

古

屋

税

政

連

総

務

会

長

及

び

大

村

秀

章

愛

知

県

知

事

よ

り

祝

辞

を

い

た

だ

き

、

松

井

寬

人

副

会

長

の

閉

会

の

辞

を

も

っ

て

大

会

は

終

了

し

た

。

　

大

会

の

後

、

髙

嶋

浩

通

副

会

長

の

先

導

に

よ

り

国

会

議

員

�

人

と

代

理

秘

書

等

�

人

が

入

場

し

た

上

で

、

愛

知

県

集

会

が

開

催

さ

れ

た

。

集

会

で

は

、

新

た

に

制

定

さ

れ

た

表

彰

規

定

に

基

づ

き

東

海

税

政

連

の

発

展

に

貢

献

し

た

者

と

し

て

合

計

�

人

の

受

賞

者

が

発

表

さ

れ

、

代

表

し

て

加

藤

徹

哉

会

員

が

謝

辞

を

述

べ

た

。

そ

の

後

、

出

席

国

会

議

員

に

よ

る

国

政

報

告

を

も

っ

て

終

了

し

た

。

　

大

会

・

集

会

後

の

懇

親

会

で

は

、

加

藤

め

ぐ

み

総

務

の

司

会

で

髙

嶋

副

会

長

の

開

会

の

こ

と

ば

、

中

川

会

長

の

あ

い

さ

つ

の

後

に

河

合

潤

相

談

役

の

乾

杯

で

開

宴

。

来

賓

の

井

上

博

夫

中

国

税

政

連

会

長

、

中

野

修

宏

名

古

屋

税

政

連

幹

事

長

か

ら

祝

辞

を

頂

戴

す

る

な

ど

終

始

和

や

か

に

行

わ

れ

、

最

後

に

大

畑

真

也

幹

事

長

の

あ

い

さ

つ

を

も

っ

て

終

了

し

た

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連 （４）第６０５号令和８年（２０２６年）１１月１日（日曜日）
（第三種郵便物認可）

　



　

中

国

税

理

士

政

治

連

盟

（

井

上

博

夫

会

長

）

は

９

月

�

日

、

福

山

ニ

ュ

ー

キ

ャ

ッ

ス

ル

ホ

テ

ル

（

福

山

市

）

に

お

い

て

、

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

し

た

＝

写

真

。

　

大

会

に

先

立

っ

て

、

後

援

会

連

絡

会

議

を

開

催

し

、

吉

川

裕

一

日

税

政

副

幹

事

長

よ

り

「

多

党

化

す

る

国

政

の

中

で

の

後

援

会

活

動

」

と

題

し

て

、

従

来

の

自

由

民

主

党

を

中

心

と

し

た

後

援

会

活

動

か

ら

多

党

化

の

現

状

を

ふ

ま

え

た

後

援

会

活

動

な

ど

に

つ

い

て

の

講

演

が

あ

っ

た

。

　

定

期

大

会

で

は

、

井

上

会

長

の

あ

い

さ

つ

に

続

い

て

、

令

和

７

年

度

運

動

経

過

並

び

に

組

織

活

動

報

告

の

承

認

の

件

、

令

和

７

年

度

収

支

決

算

承

認

の

件

、

令

和

８

年

度

運

動

方

針

承

認

の

件

、

令

和

８

年

度

収

支

予

算

承

認

の

件

、

連

盟

規

約

一

部

改

定

の

件

及

び

大

会

決

議

承

認

の

件

の

各

議

案

は

、

い

ず

れ

も

異

議

な

く

原

案

の

通

り

可

決

承

認

さ

れ

た

。

　

最

後

に

祝

電

・

祝

辞

の

披

露

が

あ

り

、

閉

会

の

辞

を

も

っ

て

終

了

し

た

。

　

北

海

道

税

理

士

政

治

連

盟

（

名

越

隆

雄

会

長

）

は

９

月

�

日

、

ニ

ュ

ー

オ

オ

タ

ニ

イ

ン

札

幌

（

札

幌

市

）

に

お

い

て

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

し

た

＝

写

真

。

　

森

下

浩

副

幹

事

長

の

司

会

で

開

会

、

松

井

克

彦

副

会

長

の

開

会

あ

い

さ

つ

、

名

越

会

長

の

あ

い

さ

つ

の

後

、

物

故

会

員

に

対

す

る

黙

と

う

を

行

っ

た

。

続

い

て

須

藤

寿

北

海

道

税

理

士

会

会

長

か

ら

の

祝

辞

の

後

、

谷

幹

夫

幹

事

長

よ

り

大

会

成

立

の

報

告

が

あ

り

、

議

事

録

署

名

人

の

指

名

の

後

、

議

長

団

に

木

村

聡

会

員

、

服

部

邦

彦

会

員

が

選

出

さ

れ

議

事

に

入

っ

た

。

　

担

当

役

員

よ

り

議

案

説

明

を

行

い

、

令

和

７

年

度

運

動

経

過

報

告

、

収

支

決

算

の

承

認

と

令

和

８

年

度

の

運

動

方

針

案

、

収

支

予

算

案

が

審

議

さ

れ

、

全

て

賛

成

多

数

で

可

決

承

認

さ

れ

た

。

　

議

事

終

了

後

、

来

賓

の

足

達

信

一

日

税

政

会

長

よ

り

祝

辞

が

あ

り

、

最

後

に

偶

数

地

区

会

の

７

人

の

代

議

員

に

よ

る

大

会

決

議

文

の

朗

読

が

行

わ

れ

、

堀

井

修

一

副

会

長

の

閉

会

の

あ

い

さ

つ

を

も

っ

て

大

会

は

終

了

し

た

。

　

大

会

後

の

懇

親

会

で

は

、

来

賓

の

平

井

貴

昭

東

京

税

政

連

会

長

と

小

林

俊

一

関

東

信

越

税

政

連

会

長

か

ら

祝

辞

が

あ

り

、

有

田

眞

人

北

海

道

税

理

士

協

同

組

合

専

務

理

事

の

乾

杯

で

開

宴

。

�

人

の

国

会

議

員

と

�

人

の

代

理

秘

書

が

参

加

し

、

国

会

議

員

か

ら

の

ス

ピ

ー

チ

な

ど

終

始

和

や

か

に

行

わ

れ

、

最

後

に

奧

山

栄

治

副

会

長

の

閉

会

の

あ

い

さ

つ

を

も

っ

て

終

了

し

た

。

　

東

京

税

理

士

政

治

連

盟

（

平

井

貴

昭

会

長

）

は

９

月

�

日

、

京

王

プ

ラ

ザ

ホ

テ

ル

（

新

宿

区

）

で

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

し

た

＝

写

真

。

　

大

会

に

先

立

ち

、

国

民

民

主

党

代

表

の

玉

木

雄

一

郎

衆

院

議

員

を

講

師

に

迎

え

「

イ

ン

フ

レ

時

代

の

税

制

は

ど

う

あ

る

べ

き

か

！

？

」

を

テ

ー

マ

に

研

修

会

を

開

催

し

た

。

　

大

会

で

は

、

東

京

税

理

士

政

治

連

盟

規

約

の

一

部

改

正

、

令

和

８

年

度

運

動

方

針

、

同

組

織

活

動

方

針

、

同

収

支

予

算

な

ど

全

７

議

案

が

原

案

通

り

可

決

承

認

さ

れ

た

。

　

来

賓

に

は

、

加

藤

眞

司

東

京

税

理

士

会

会

長

、

足

達

信

一

日

税

政

会

長

、

鈴

木

崇

晴

東

京

地

方

税

政

連

会

長

、

美

保

哲

夫

千

葉

県

税

政

連

会

長

、

小

林

俊

一

関

東

信

越

税

政

連

会

長

、

井

上

博

夫

中

国

税

政

連

会

長

ら

の

出

席

が

あ

っ

た

。

　

議

事

終

了

後

に

片

山

さ

つ

き

財

務

大

臣

、

朝

日

健

太

郎

参

院

議

員

、

萩

原

佳

衆

院

議

員

、

長

妻

昭

衆

院

議

員

、

竹

谷

と

し

子

参

院

議

員

よ

り

祝

辞

が

あ

っ

た

。

　

大

会

後

の

懇

親

会

で

は

、

多

く

の

国

会

議

員

、

都

議

会

議

員

の

出

席

が

あ

り

、

和

や

か

な

雰

囲

気

の

な

か

終

了

し

た

。

　

四

国

税

理

士

政

治

連

盟

（

橋

本

孝

志

会

長

）

は

９

月

�

日

、

Ａ

Ｎ

Ａ

ク

ラ

ウ

ン

プ

ラ

ザ

ホ

テ

ル

高

知

（

高

知

市

）

に

お

い

て

第

�

回

定

期

大

会

を

開

催

し

た

。

　

大

会

は

甲

藤

晶

副

幹

事

長

の

司

会

に

よ

り

始

ま

り

、

金

子

長

彦

副

会

長

に

よ

る

開

会

宣

言

の

後

、

国

歌

斉

唱

を

行

っ

た

。

次

い

で

、

来

賓

の

井

上

博

夫

日

税

政

副

会

長

、

浜

崎

友

二

四

国

税

理

士

会

会

長

、

大

内

智

隆

四

国

税

理

士

協

同

組

合

理

事

長

を

紹

介

し

た

後

、

橋

本

会

長

か

ら

「

現

在

の

日

税

政

は

、

東

京

税

理

士

会

顧

問

で

あ

る

足

達

信

一

会

長

、

東

北

税

理

士

会

会

長

で

あ

る

髙

澤

圭

一

幹

事

長

と

税

理

士

会

の

重

鎮

に

よ

り

構

成

さ

れ

て

お

り

、

日

税

連

の

太

田

直

樹

会

長

は

元

日

税

政

会

長

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

協

調

関

係

が

密

に

な

っ

て

い

る

。

日

税

連

か

ら

託

さ

れ

た

税

制

建

議

を

実

現

す

る

た

め

、

ま

す

ま

す

日

税

政

及

び

単

位

税

政

連

の

活

動

が

重

要

に

な

っ

て

お

り

、

皆

様

の

ご

協

力

を

お

願

い

す

る

」

旨

の

あ

い

さ

つ

が

あ

っ

た

＝

写

真

。

　

そ

の

後

金

子

長

彦

副

会

長

を

議

長

に

選

出

の

上

、

議

案

審

議

が

行

わ

れ

、

上

程

さ

れ

た

５

議

案

が

原

案

通

り

可

決

承

認

さ

れ

た

。

　

審

議

終

了

後

、

承

認

さ

れ

た

大

会

決

議

文

の

朗

読

が

行

わ

れ

、

足

達

日

税

政

会

長

か

ら

の

祝

辞

（

井

上

日

税

政

副

会

長

代

読

）

が

あ

っ

た

。

　

祝

電

披

露

の

後

、

矢

野

平

八

顧

問

に

よ

る

万

歳

三

唱

、

竹

村

俊

一

副

会

長

に

よ

る

閉

会

の

辞

を

も

っ

て

、

定

期

大

会

は

滞

り

な

く

終

了

し

た

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連（５） 第６０５号令和８年（２０２６年）１１月１日（日曜日）
（第三種郵便物認可）

　



　

今

日

は

皆

さ

ん

に

お

わ

び

を

申

し

上

げ

な

け

れ

ば

い

け

ま

せ

ん

。

飲

食

料

品

の

消

費

税

１

％

、

国

民

会

議

で

止

め

る

つ

も

り

だ

っ

た

の

で

す

が

、

止

ま

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

税

理

士

会

の

皆

さ

ん

に

は

国

民

会

議

の

実

務

者

会

議

に

来

て

い

た

だ

き

、

２

年

限

り

の

飲

食

料

品

の

消

費

税

の

引

き

下

げ

が

及

ぼ

す

い

ろ

い

ろ

な

懸

念

を

示

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

　

こ

の

実

務

者

会

議

で

の

議

論

を

ま

と

め

て

い

れ

ば

、

２

年

限

定

の

引

き

下

げ

で

は

な

く

て

、

も

と

も

と

の

本

丸

は

給

付

付

き

税

額

控

除

で

す

か

ら

、

や

は

り

給

付

が

妥

当

な

結

論

で

は

な

か

っ

た

か

と

思

い

ま

す

。

　

こ

れ

か

ら

始

ま

る

国

会

の

中

で

は

、

こ

う

し

た

実

務

者

会

議

で

も

示

さ

れ

た

懸

念

が

ど

こ

ま

で

本

当

に

解

消

さ

れ

る

の

か

。

例

え

ば

、

農

業

者

や

漁

業

者

の

９

割

は

免

税

事

業

者

で

す

。

こ

の

方

々

、

現

場

が

納

得

す

る

よ

う

な

対

応

策

を

取

る

と

言

葉

に

す

る

の

は

簡

単

で

す

け

れ

ど

も

、

本

当

に

そ

の

よ

う

な

対

応

策

が

取

れ

る

の

か

ど

う

か

。

消

費

税

と

い

う

か

ら

、

消

費

者

が

負

担

し

て

い

る

よ

う

に

見

え

ま

す

が

、

実

は

、

も

と

も

と

は

売

上

税

と

い

う

名

前

だ

っ

た

の

で

す

ね

。

事

業

者

が

負

担

し

て

い

る

事

業

者

課

税

な

の

で

す

。

そ

う

い

っ

た

意

味

で

は

、

こ

こ

で

減

税

し

た

か

ら

と

い

っ

て

、

本

当

に

消

費

者

が

「

あ

あ

、

下

が

っ

た

な

」

と

思

う

よ

う

な

減

税

効

果

に

な

る

の

か

ど

う

か

。

　

そ

し

て

事

業

承

継

税

制

、

特

に

中

小

・

零

細

企

業

は

事

業

承

継

が

大

変

厳

し

い

状

況

で

す

。

事

業

承

継

を

促

進

す

る

た

め

の

税

制

が

あ

る

一

方

、

非

上

場

の

株

式

の

評

価

を

見

直

す

と

い

う

動

き

も

あ

り

ま

し

て

、

事

業

承

継

が

大

事

な

の

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

逆

に

足

を

引

っ

張

る

よ

う

な

動

き

も

あ

り

ま

す

。

　

今

、

日

本

経

済

を

取

り

巻

く

状

況

は

、

大

き

く

構

造

が

変

わ

っ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

こ

の

大

き

な

変

化

を

し

っ

か

り

乗

り

切

っ

て

、

中

小

企

業

の

皆

さ

ん

方

が

新

し

い

時

代

に

し

っ

か

り

し

た

足

場

を

固

め

て

い

く

た

め

に

は

、

税

理

士

の

役

割

は

極

め

て

大

き

い

と

思

い

ま

す

し

、

ま

た

、

そ

う

し

た

中

小

企

業

の

人

た

ち

を

こ

の

大

き

な

変

化

の

中

で

し

っ

か

り

支

え

て

い

く

税

制

と

い

う

も

の

も

今

求

め

ら

れ

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

そ

う

し

た

税

制

の

在

り

方

を

ぜ

ひ

ま

た

皆

さ

ん

と

一

緒

に

、

現

場

に

根

差

し

た

、

現

実

的

な

政

策

提

案

を

目

指

し

て

い

く

政

党

と

し

て

、

税

理

士

の

皆

さ

ん

と

あ

る

べ

き

税

制

の

姿

を

こ

れ

か

ら

も

議

論

し

た

上

で

提

案

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

　

本

日

は

、

第

�

回

の

税

理

士

政

治

連

盟

の

定

期

大

会

が

こ

の

よ

う

に

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

こ

と

、

ま

ず

は

お

喜

び

を

申

し

上

げ

ま

す

。

　

さ

て

、

今

、

宮

沢

議

員

か

ら

も

お

話

が

あ

り

ま

し

た

よ

う

に

、

閣

議

決

定

を

い

た

し

ま

し

て

、

来

年

の

４

月

か

ら

飲

食

料

品

の

消

費

税

が

下

が

る

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

い

ろ

い

ろ

な

問

題

は

あ

ろ

う

か

と

思

い

ま

す

が

、

私

共

も

、

ご

存

じ

の

よ

う

に

、

昨

年

�

月

か

ら

与

党

に

な

り

ま

し

て

、

与

党

に

な

っ

て

も

う

す

ぐ

１

年

と

い

う

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

税

政

連

と

の

懇

談

も

増

や

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

て

、

そ

し

て

税

政

連

の

ご

要

望

も

し

っ

か

り

お

伺

い

い

た

し

ま

し

て

、

こ

れ

か

ら

与

党

の

一

員

と

し

て

何

と

か

飲

食

料

品

消

費

税

率

引

き

下

げ

の

成

立

に

力

を

発

揮

し

て

ま

い

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

　

こ

れ

か

ら

も

ご

要

望

を

し

っ

か

り

お

伺

い

し

て

、

例

え

ば

、

こ

の

間

言

わ

れ

て

お

り

ま

し

た

「

担

税

力

が

あ

っ

て

、

そ

し

て

公

平

な

税

制

」

は

、

も

ち

ろ

ん

お

っ

し

ゃ

る

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

そ

う

い

う

と

こ

ろ

を

し

っ

か

り

前

に

進

め

て

い

け

る

よ

う

、

こ

れ

か

ら

も

皆

さ

ん

の

お

話

を

聞

き

な

が

ら

一

つ

一

つ

前

に

進

め

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

ど

う

ぞ

今

後

と

も

我

々

日

本

維

新

の

会

に

も

ご

期

待

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

粗

辞

で

は

ご

ざ

い

ま

す

が

、

ご

あ

い

さ

つ

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

　

本

日

は

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

　

こ

の

大

会

に

出

さ

せ

て

い

た

だ

く

の

は

初

め

て

で

あ

り

ま

し

て

、

私

共

の

議

連

も

、

先

の

衆

議

院

議

員

総

選

挙

を

経

て

党

の

構

成

が

随

分

変

わ

っ

た

も

の

で

す

か

ら

、

も

う

一

回

議

連

を

作

り

直

そ

う

と

い

う

こ

と

で

、

７

月

７

日

に

新

た

に

立

憲

民

主

党

の

議

連

を

立

ち

上

げ

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

　

こ

の

秋

の

国

会

、

�

月

５

日

に

始

ま

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

消

費

税

法

案

が

最

も

重

要

だ

ろ

う

と

思

い

ま

す

。

来

年

４

月

１

日

か

ら

と

い

う

話

が

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

ま

だ

法

案

が

通

っ

た

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

私

共

は

野

党

で

あ

り

ま

す

し

、

私

は

参

議

院

野

党

第

一

党

の

国

対

委

員

長

も

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

の

で

、

参

議

院

で

否

決

を

し

て

衆

議

院

に

送

り

返

し

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

　

消

費

税

減

税

は

や

は

り

い

ろ

い

ろ

問

題

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

一

番

大

き

な

問

題

は

財

源

か

と

思

い

ま

す

し

、

本

当

に

支

援

の

必

要

な

方

に

手

が

届

く

よ

う

な

も

の

に

な

っ

て

い

る

の

か

ど

う

か

、

根

本

的

な

議

論

を

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す

。

飲

食

料

品

の

税

率

が

１

％

に

下

が

っ

た

か

ら

と

い

っ

て

、

本

当

に

消

費

者

が

支

払

う

額

が

減

る

の

か

、

と

い

う

こ

と

も

考

え

て

い

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

思

い

ま

す

。

２

年

後

に

税

率

を

戻

す

と

き

に

大

増

税

に

な

る

わ

け

で

あ

り

ま

し

て

、

こ

う

い

っ

た

影

響

も

含

め

て

わ

が

国

の

経

済

に

対

す

る

影

響

を

考

え

て

い

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

強

く

思

っ

て

お

り

ま

す

。

消

費

税

減

税

の

財

源

に

つ

い

て

、

４

・

３

兆

円

と

も

言

わ

れ

て

お

り

ま

す

が

、

具

体

的

な

財

源

策

定

に

向

け

た

プ

ロ

セ

ス

が

示

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

こ

の

秋

の

国

会

、

し

っ

か

り

議

論

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

一

部

で

は

、

中

小

企

業

向

け

の

法

人

税

の

軽

減

税

率

の

廃

止

と

か

、

い

ろ

い

ろ

な

こ

と

が

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

お

そ

ら

く

財

源

を

捻

出

す

る

た

め

の

一

つ

の

方

策

な

の

だ

ろ

う

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

全

く

も

っ

て

考

え

方

が

間

違

っ

て

い

る

と

思

い

ま

す

の

で

、

こ

の

秋

の

国

会

、

し

っ

か

り

皆

さ

ん

の

目

に

見

え

る

形

で

密

な

議

論

を

し

て

ま

い

り

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

　

皆

さ

ん

の

思

い

に

寄

り

添

わ

せ

て

い

た

だ

き

な

が

ら

、

少

し

で

も

お

役

に

立

て

ま

す

よ

う

に

、

党

を

挙

げ

て

共

に

闘

っ

て

ま

い

り

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

こ

の

点

、

最

後

に

一

言

申

し

上

げ

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

て

、

日

頃

の

ご

支

援

に

対

す

る

お

礼

の

ご

あ

い

さ

つ

に

代

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

　

税

理

士

議

連

の

会

長

と

な

っ

て

、

も

う

４

年

以

上

に

な

り

ま

す

。

　

　

物

価

が

上

が

る

状

況

の

中

で

、

皆

さ

ん

の

仕

事

も

か

な

り

お

忙

し

く

な

っ

て

い

る

の

か

な

と

思

い

ま

す

。

　

税

調

会

長

を

長

く

務

め

て

お

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

い

ろ

い

ろ

な

税

制

改

正

の

提

案

は

大

変

あ

り

が

た

い

も

の

が

ご

ざ

い

ま

す

。

実

務

に

基

づ

い

た

提

案

と

い

う

の

は

大

変

貴

重

で

す

。

　

令

和

９

年

度

は

、

税

理

士

法

の

改

正

が

予

定

さ

れ

て

い

る

と

伺

っ

て

お

り

ま

し

て

、

か

な

り

話

が

煮

詰

ま

っ

て

い

る

よ

う

で

ご

ざ

い

ま

す

し

、

こ

こ

に

い

ら

っ

し

ゃ

る

皆

さ

ん

、

各

党

の

お

力

添

え

を

い

た

だ

け

れ

ば

間

違

い

な

く

実

現

す

る

の

で

は

な

い

か

と

期

待

を

し

て

い

ま

す

。

　

特

に

、

税

理

士

試

験

を

受

け

や

す

く

す

る

と

い

う

の

は

時

世

か

ら

い

っ

て

当

た

り

前

の

話

で

し

て

、

し

っ

か

り

と

税

理

士

の

裾

野

を

広

げ

る

た

め

に

活

用

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

い

い

と

思

い

ま

す

。

　

ま

た

、

こ

れ

か

ら

国

会

審

議

等

々

で

、

来

年

の

４

月

１

日

か

ら

飲

食

料

品

に

係

る

消

費

税

率

が

下

が

る

と

い

う

政

治

状

況

で

ご

ざ

い

ま

す

。

私

自

身

は

、

消

費

税

を

下

げ

る

こ

と

は

あ

ま

り

好

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

そ

う

い

う

方

向

で

進

ん

で

い

く

中

で

、

か

な

り

皆

さ

ん

に

も

お

力

添

え

を

い

た

だ

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

、

相

当

ご

無

理

を

お

願

い

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

状

況

が

来

る

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

シ

ス

テ

ム

が

、

本

当

に

全

て

間

に

合

う

の

か

ど

う

か

、

間

に

合

わ

な

か

っ

た

時

に

は

、

そ

れ

こ

そ

手

計

算

で

対

応

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

問

題

も

あ

り

ま

す

。

か

つ

て

消

費

税

を

引

き

上

げ

る

と

き

に

は

価

格

転

嫁

を

し

っ

か

り

や

ら

な

け

れ

ば

い

け

な

か

っ

た

わ

け

で

す

が

、

下

げ

る

と

な

る

と

、

お

そ

ら

く

か

な

り

の

混

乱

が

予

想

さ

れ

ま

す

。

８

％

で

買

っ

た

も

の

を

返

品

し

て

１

％

で

買

い

直

す

よ

う

な

動

き

と

い

う

も

の

も

お

そ

ら

く

か

な

り

起

こ

る

の

だ

ろ

う

と

思

っ

て

お

り

ま

し

て

、

こ

れ

は

シ

ス

テ

ム

で

は

な

か

な

か

対

応

で

き

な

い

話

だ

ろ

う

と

思

い

ま

す

。

決

ま

っ

た

以

上

は

や

ら

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

そ

う

し

た

意

味

で

、

い

ろ

い

ろ

ご

相

談

を

受

け

な

が

ら

、

年

内

に

対

応

で

き

る

も

の

で

あ

れ

ば

、

対

応

策

を

考

え

ま

す

し

、

い

ろ

い

ろ

知

恵

を

出

し

て

い

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

、

そ

う

い

う

１

年

間

に

な

る

と

思

い

ま

す

の

で

、

ぜ

ひ

と

も

皆

さ

ん

と

力

を

合

わ

せ

て

こ

の

難

局

を

乗

り

切

っ

て

い

く

こ

と

を

お

誓

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

ご

あ

い

さ

つ

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連 （６）第６０５号令和８年（２０２６年）１１月１日（日曜日）
（第三種郵便物認可）

　



上田英俊議員（自民・富山２区）

橘慶一郎議員（自民・富山３区）

佐々木紀議員（自民・石川２区）

西田昭二議員（自民・石川３区）

野上浩太郎議員（自民・富山選挙区）

岡田直樹議員（自民・石川選挙区）

宮本周司議員（自民・石川選挙区）

大野敬太郎議員（自民・香川３区）

塩崎彰久議員（自民・愛媛１区）

井原巧議員（自民・愛媛２区）

仁木博文議員（自民・徳島１区）

長谷川淳二議員（自民・愛媛３区）

尾﨑正直議員（自民・高知２区）

平井卓也議員（自民・比例四国）

中西祐介議員（自民・徳島高知選挙区）

磯﨑仁彦議員（自民・香川選挙区）

中谷元議員（自民・高知１区）

　第６０４号に引き続き、北陸及び四国税政

連における早期陳情活動の写真を掲載し、

活動の模様を紹介する。

日

　

本

　

税

　

政

　

連（７） 第６０５号令和８年（２０２６年）１１月１日（日曜日）
（第三種郵便物認可）

　



日

　

本

　

税

　

政

　

連 （８）第６０５号令和８年（２０２６年）１１月１日（日曜日）
（第三種郵便物認可）

　


